
魅
力
の
産
業
施
策
を
展
開

　
沖
縄
が
自
立
的
発
展
に
向
け
て
大
き
く
動
き
だ
す
。
国
の
成
長
戦
略
の
一
丁
目
一
番
地
と
位
置
付
け
ら
れ
る

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
認
定
さ
れ
た
。
特
区
が
目
指
す
の
は
二
つ
。
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
の
強
み
を
生
か
し
て

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
を
図
る
。
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
中
心
に
国
際
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
形
成

す
る
。
こ
の
二
つ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
産
業
全
体
が
活
性
化
す
る
。
観
光
振
興
は
人
を
呼
び
込
む
。
こ
れ
に
伴

い
交
通
や
宿
泊
施
設
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
空
港
の
拡
張
、
モ
ノ

レ
ー
ル
の
延
伸
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
国
際
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
形
成
は
企
業
を
呼
び
込
む
。
ク
ラ
ス

タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
地
元
企
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
進
む
。
返
還
後

年
余
、
沖
縄
へ
の
投
資
は
格
差
是
正
の
観

点
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
自
ら
の
力
で
発
展
す
る
。

那覇空港

吉の浦火力発電所

企業立地に優位性沖電、供給予備率％超

第二滑走路増設那覇空港人、モノの動き拡大

米
軍
跡
地
利
用
、
広
が
る
構
想

日本再生の一端担う　國場こくば　幸一ゆきかず氏那覇商工会議所会頭インタビュー
観
光
産
業
核
に
事
業
を
発
展

仲井なかい眞ま弘多ひろかず氏沖縄県知事

特
区
認
定
で
成
長
に
弾
み
高
い
実
効
性
に
期
待

自立的発展へ動き出す沖縄
　
沖
縄
県
の
２
０
１
３
年
度

入
域
観
光
客
は
前
年
度
比

・
１
％
増
の
６
５
８
万
３
０

０
人
に
な
っ
た
。
那
覇
空
港

第
二
滑
走
路
の
建
設
も
始
ま

る
な
ど
、
経
済
は
活
況
を
呈

し
て
い
る
。
こ
の
状
況
で
国

家
戦
略
特
区
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
産
業

全
体
が
成
長
す
る
と
見
込
ま

れ
る
。
そ
こ
で
那
覇
商
工
会

議
所
会
頭
の
國
場
幸
一
氏

國
場
組
社
長

に
、
沖
縄

の
産
業
の
現
況
と
今
後
に
つ

い
て
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
沖
縄
の
景
況
は
い
か
が

で
す
か
。

　
「
４
月
の
完
全
失
業
率
は

５
・
８
％
で
、
４
月
に
５
％

台
を
記
録
し
た
の
は

年
ぶ

り
。
多
く
の
分
野
で
雇
用
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
景
況
感
は
い
い
。
沖
縄

県
が

日
本
再
生
は
地
方
か

ら

の
一
端
を
担
う
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
観
光
業
も
順
調
に
伸
び

て
お
り
、

年
度
の
入
域
観

光
客
は
７
０
０
万
人
に
迫
る

の
で
は
」

　
―
ホ
ッ
ト
な
状
況
で
す

ね
。

　
「
本
番
は
こ
れ
か
ら
。
米

軍
基
地
の
返
還
で
、
跡
地
利

用
の
動
き
が
出
る
。
宜
野
湾

市
の
西
普
天
間
住
宅
地
区
は

年
３
月
に
返
還
さ
れ
る
。

跡
地

に
は
重
粒
子
線
治

療
施
設
や
新
薬
の
開
発
研
究

機
関
を
創
設
す
る
構
想
が
あ

る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
琉

球
大
学
が
医
学
部
病
院
を
移

設
す
る
予
定
だ
。
北
中
城
村

の
米
軍
泡
瀬
ゴ
ル
フ
場
跡
地

に
は
県
内
最
大
規
模
と
な
る

商
業
施
設
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が

建
設
さ
れ
る
」

　
―
米
軍
基
地
返
還
が
進
め

ば
、
さ
ら
に
多
く
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
「
鉄
軌
道
導
入
の
夢
が
あ

る
。
す
で
に
調
査
は
行
わ
れ

て
お
り
、
糸
満

名
護
間
を

結
ぶ
構
想
が
公
表
さ
れ
て
い

る
。
鉄
道
が
で
き
れ
ば
、
通

勤
の
仕
方
が
変
わ
る
。
街
づ

く
り
が
変
わ
る
」

　
―
中
長
期
的
に
展
望
が
開

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
例
え
ば
、
建
設
需
要
が

高
ま
れ
ば
人
手
不
足
や
資
材

価
格
の
問
題
が
出
て
く
る
。

開
発
に
よ
る
環
境
面
へ
の
影

響
に
も
十
分
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
う

い
っ
た
課
題
は
、
沖
縄
の
自

立
的
発
展
の
た
め
に
、
必
ず

乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

　
国
家
戦
略
特
区
は
国
主
導

で
規
制
改
革
を
行
い
、
そ
れ

を
通
じ
て
日
本
な
ら
で
は
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
つ

く
り
出
す
も
の
。
特
に
全
国

一
律
で
改
革
す
る
の
が
難
し

い
雇
用
や
医
療
、
農
業
と
い

っ
た
「
岩
盤
規
制
」
を
、
特

区
に
限
定
し
て
大
胆
に
改
革

す
る
こ
と
で
、
成
功
モ
デ
ル

を
つ
く
り
全
国
的
な
制
度
化

に
つ
な
げ
る
の
が
目
的
。

　
認
定
さ
れ
た
の
は
、
東
京

圏
、
関
西
圏
な
ど
６
カ
所
。

そ
れ
ぞ
れ
に
法
人
税
の
減
税

や
起
業
に
関
わ
る
手
続
き
の

簡
略
化
、
要
件
緩
和
な
ど
地

域
特
性
に
合
わ
せ
た
施
策
が

講
じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
大

き
な
可
能
性
を
備
え
て
い
る

が
、
中
で
も
沖
縄
は
実
効
性

が
高
い
。
ハ
ー
ド
面
で
の
整

備
が
先
行
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

　
去
る
５
月
に
、
沖
縄
県
全

域
が
「
国
際
観
光
拠
点
」
と

し
て
国
家
戦
略
特
区
に
指
定

さ
れ
、
こ
の
中
で
、
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
の
振
興
に
向
け
た
、

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ

拡
充
の
た
め
の
「
入
管
手
続

き
の
迅
速
化
」
、
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学
を
核
と
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の

形
成
に
向
け
た
、
高
度
人
材

の
受
け
入
れ
促
進
の
た
め
の

「
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
」
な
ど

の
規
制
緩
和
が
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
観
光
産
業
は
沖
縄
県
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
那
覇
空
港

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や

旅
客
船
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
な

ど
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
基

盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
平
成

年
度
の
観
光
客

数
は
６
５
８
万
人
と
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
那
覇
空
港
第
二

滑
走
路
や
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
の
整
備
な
ど
、
観
光
客
数

１
０
０
０
万
人
の
達
成
に
向

け
、
引
き
続
き
戦
略
的
に
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
平
成

年
に
開
学
し
た
沖

縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
で

は
、
世
界
中
か
ら
卓
越
し
た

教
授
陣
と
学
生
等
の
集
積
を

図
り
な
が
ら
、
先
進
的
な
研

究
開
発
が
展
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
の
成
果
な

ど
を
活
か
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

創
出
、
ま
た
は
国
内
外
の
企

業
誘
致
な
ど
を
進
め
な
が

ら
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学
を
核
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
知
的
・
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
の
形
成
の
進
展
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成

年
３
月
の

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
改

正
に
よ
り
「
観
光
地
形
成
促

進
地
域
」
「
情
報
通
信
産
業

振
興
地
域
」
「
経
済
金
融
活

性
化
特
別
地
区
」
「
国
際
物

流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
な

ど
の
税
制
優
遇
制
度
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。
「
経
済
金
融

活
性
化
特
別
地
区
」
で
は
対

象
産
業
が
、
「
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
地
域
」
で
は
対

象
地
域
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
沖
縄
県
で
は
、
こ

れ
ら
の
制
度
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
沖
縄
振
興
策
を
総

合
的
・
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力

的
な
各
種
制
度
を
有
す
る
沖

縄
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
事

業
を
展
開
・
発
展
さ
せ
て
い

か
れ
る
こ
と
を
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
の
企
業
立
地
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
も
優
位
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
沖
縄
電

力
の
２
０
１
４
年
度
の
需
給

状
況
は
最
大
電
力
１
４
２
万

に
対
し
、
供
給
力
２
０

６
万

。
供
給
予
備
率
は

・
７
％
に
上
る
。
人
口
増

加
が
見
込
ま
れ
る
９
年
後
の

年
度
は
最
大
電
力
が
１
５

１
万

に
ま
で
増
え
る

が
、
供
給
予
備
率
は

・
９

％
を
確
保
す
る
。

　

年
５
月
に
は
、
液
化
天

然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

に
よ
る

「
吉
の
浦
火
力
発
電
所
」
２

号
機
の
運
転
を
開
始
。

年

月
に
稼
働
し
た
１
号
機
と

の
合
計
で
出
力
は
約

万

と
な
る
。
同
社
最
大
の
発

電
所
で
、
発
電
効
率
が
高

く
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
も
石
炭
火
力
の
６

割
に
抑
え
ら
れ
る
。

　
政
府
は
７
―
９
月
の
電
力

需
要
が
高
ま
る
期
間
、
節
電

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
節
電

要
請
は
４
年
目
と
な
る
が
、

８
月
の
供
給
予
備
率
は
東
日

本
の
電
力
３
社
が
６
・
１
％

で
、
西
日
本
の
電
力
６
社
が

３
・
４
％
。
安
定
供
給
に
最

低
限
必
要
と
さ
れ
る
３
％
は

確
保
で
き
て
い
る
が
、
西
日

本
で
は

年
夏
よ
り
２
・
５

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

　
沖
縄
で
は
季
節
を
問
わ

ず
、
安
定
し
て
産
業
活
動
が

進
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
人
を
呼
び
込
む
に

は
交
通
の
整
備
が
不
可
欠
。

す
で
に
２
月
か
ら
、
那
覇
空

港
で
は
第
二
滑
走
路
の
増
設

工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
工

期
は
約
６
年
で
２
０
１
９
年

の
完
成
を
目
指
す
。
こ
れ
と

並
行
し
て
空
港
と
那
覇
市
内

を
結
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

工
事
も
始
ま
っ
た
。
浦
添
市

ま
で
伸
ば
し
、
利
便
性
の
向

上
と
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
つ

な
げ
る
。

　
那
覇
空
港
の

年
乗
降
客

数
は
１
６
０
３
万
人
で
、
前

年
比

万
人
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
全
国
６
位
の
数
で
、

滑
走
路
１
本
の
空
港
で
は
福

岡
空
港
の
１
８
９
５
万
人
に

次
ぐ
。
乗
降
客
数
の
増
勢
は

続
い
て
お
り
過
密
状
態
と
な

っ
て
い
る
。

　
現
在
の
発
着
処
理
能
力
は

年

万
５
０
０
０
回
で
、
第

二
滑
走
路
の
完
成
で

万
５

０
０
０
回
に
拡
大
す
る
。

　
滑
走
路
の
増
設
は
国
際
物

流
の
ハ
ブ
拠
点
と
し
て
の
地

位
も
高
め
る
。
全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ
Ａ
は
那
覇
空
港
と
ア

ジ
ア
主
要
都
市
と
を
結
ぶ
貨

物
便
を
就
航
し
て
い
る
。
空

港
隣
接
地
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
に
は
ヤ
マ
ト
運

輸
が
入
居
。

時
間
空
港
の

強
み
を
生
か
し
、
国
際
宅
急

便
を
翌
日
配
送
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
さ
ら

に
拡
大
す
る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月３１日 木曜日 　　


